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一
、
は
じ
め
に

　

中
国
で
は
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
志
向
の
改
革
が

決
定
さ
れ
た
後
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
本
と
す
る
経
済

運
営
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
小
規
模
の
金

融
機
関
が
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
大
型
商
業
銀
行
を
中
心

と
す
る
ガ
リ
バ
ー
型
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
金
融
政

策
の
運
営
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。
特
に
中
国
で

は
金
融
政
策
手
段
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
預
金
準
備
金
制
度
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
仕
組
み

と
政
策
手
段
と
し
て
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
本

文
の
狙
い
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
で
そ
の
制
度
の
概
要
を
紹

介
す
る
。
こ
の
上
、
三
で
そ
の
政
策
手
段
と
し
て
の
役
割

及
び
そ
の
変
化
を
分
析
す
る
。
最
後
に
四
で
そ
の
問
題
点

を
考
え
て
み
る
。

二
、
概
要

　

中
国
で
は
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
志
向
の
改
革
が

決
定
さ
れ
た
後
、「
中
央
銀
行
融
資
と
商
業
銀
行
貸
出
総

量
管
理
」
を
特
徴
と
す
る
金
融
政
策
運
営
を
始
め
た
。
こ

中
国
に
お
け
る
預
金
準
備
金
制
度
の
概
要
と

そ
の
役
割
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の
中
で
、
金
融
政
策
手
段
の
一
つ
と
し
て
預
金
準
備
金
制

度
の
整
備
も
着
手
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
預
金
の
種
類

に
基
づ
き
、
法
定
預
金
準
備
率
が
決
定
さ
れ
た
。
企
業
預

金
は
二
〇
％
、
貯
蓄
預
金
は
四
〇
％
、
農
村
預
金
は
二

五
％
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
、
一
〇
％
に
統
一
さ
れ

た
。
一
九
八
七
年
に
重
点
産
業
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
に
資

金
を
集
中
す
る
た
め
、
一
二
％
に
、
一
九
八
八
年
に
一

三
％
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
預
金
準
備
金
は

銀
行
間
の
決
済
に
使
用
で
き
な
い
た
め
、
別
途
に
決
済
用

の
「
備
付
金
」
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
に
中
国
人
民
銀
行
は
「
国
有
商
業
銀
行
貸

出
総
量
管
理
に
関
す
る
通
達
」（
銀
発
［
一
九
九
七
］
五

六
〇
号
）
を
出
し
、
金
融
政
策
の
運
営
を
中
央
銀
行
融
資

と
商
業
銀
行
貸
出
総
量
管
理
に
よ
る
「
直
接
的
運
営
」
か

ら
金
利
、
法
定
預
金
準
備
率
と
公
開
市
場
操
作
な
ど
金
融

政
策
手
段
に
よ
る
「
間
接
的
運
営
」
に
転
換
し
よ
う
と
し

た
。
翌
年
の
三
月
に
「
預
金
準
備
金
制
度
改
革
に
関
す
る

通
達
」（
銀
発
［
一
九
九
八
］
一
一
八
号
）
を
発
表
し
、

預
金
準
備
金
制
度
の
改
革
を
行
っ
た
。
以
下
は
こ
の
通
達

の
内
容
を
中
心
に
預
金
準
備
金
制
度
の
概
要
を
紹
介
す

る
。

⑴
　
法
定
預
金
準
備
金
の
適
用
範
囲

　

通
達
は
法
定
預
金
準
備
金
の
適
用
範
囲
と
対
象
金
融
機

関
を
明
確
し
た
。
法
定
預
金
準
備
金
の
対
象
は
原
則
「
一

般
預
金
」
と
す
る
。「
一
般
預
金
」
は
機
関
団
体
預
金
、

財
政
の
予
算
外
預
金
、
家
計
の
貯
蓄
預
金
、
法
人
企
業
預

金
及
び
そ
の
他
預
金
と
定
義
さ
れ
た
。
こ
の
上
、
具
体
的

な
預
金
範
囲
の
認
定
に
つ
い
て
も
詳
細
に
規
定
し
た
。
全

国
型
金
融
機
関
と
全
国
統
一
会
計
基
準
を
実
行
す
る
地
方

型
金
融
機
関
の
預
金
範
囲
の
認
定
は
中
国
人
民
銀
行
本
店

が
行
う
、
こ
の
ほ
か
の
地
方
型
金
融
機
関
の
預
金
範
囲
の

認
定
は
中
国
人
民
銀
行
各
省
支
店
が
「
一
般
預
金
」
の
原

則
に
基
づ
い
て
行
う
と
し
た
。
通
達
は
さ
ら
に
銀
行
別
に
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具
体
的
な
預
金
項
目
ま
で
定
め
て
公
表
し
た
（「
預
金
準

備
金
制
度
改
革
に
関
す
る
通
達
」
銀
発
［
一
九
九
八
］
一

一
八
号
添
付
資
料
二
）。

　

対
象
金
融
機
関
は
預
金
業
務
を
扱
う
す
べ
て
の
商
業
銀

行
と
一
部
の
非
銀
行
金
融
機
関
と
し
た
。
政
策
性
銀
行
で

あ
る
国
家
開
発
銀
行
と
中
国
輸
出
入
銀
行
は
対
象
外
で
あ

る
が
、
同
じ
政
策
性
銀
行
で
あ
る
中
国
農
業
発
展
銀
行
は

対
象
内
で
中
国
人
民
銀
行
に
法
定
預
金
準
備
金
の
預
け
入

れ
が
必
要
な
金
融
機
関
と
さ
れ
た
。

　

非
銀
行
金
融
機
関
で
あ
る
信
託
投
資
会
社
、
企
業
財
務

会
社
と
金
融
リ
ー
ス
会
社
が
扱
う
「
一
般
預
金
」
は
法
定

預
金
準
備
金
の
適
用
範
囲
に
入
り
、
中
国
人
民
銀
行
に
預

金
準
備
金
口
座
を
持
ち
、
法
定
預
金
準
備
金
を
預
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
通
達
で
は
、
こ
れ
ら
の
非
銀
行
金
融
機

関
が
預
か
っ
た
顧
客
の
保
証
金
は
全
額
銀
行
に
預
け
る
こ

と
が
特
に
強
調
さ
れ
た
。
証
券
会
社
は
顧
客
か
ら
預
金
を

預
か
る
金
融
機
関
で
は
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
顧
客
の
証

券
取
引
資
金
を
全
額
商
業
銀
行
に
預
け
る
こ
と
を
重
ね
て

強
調
さ
れ
た
。

⑵
　
法
定
預
金
準
備
金
（
率
）
の
計
算
方
式

　

通
達
は
こ
れ
ま
で
中
国
人
民
銀
行
に
開
設
し
た
「
預
金

準
備
金
口
座
」
と
「
備
付
金
口
座
」
を
「
預
金
準
備
金
口

座
」
に
一
本
化
し
た
う
え
、
法
定
預
金
準
備
率
を
一
律
に

八
％
と
し
た
。
法
定
預
金
準
備
金
の
預
け
入
れ
も
各
金
融

機
関
の
本
社
が
ま
と
め
て
中
国
人
民
銀
行
本
店
も
し
く
は

そ
の
金
融
機
関
本
社
所
在
地
の
中
国
人
民
銀
行
支
店
に
預

け
入
れ
る
よ
う
に
定
め
た
。　

　

法
定
預
金
準
備
金
の
積
立
期
間
を
一
〇
日
間
と
し
、
そ

の
計
算
を
「
時
点
と
す
る
後
積
み
方
式
」
と
規
定
し
た
。

つ
ま
り
、
一
ヶ
月
を
上
旬
（
一
～
一
〇
日
）、
中
旬
（
一

一
～
二
〇
日
）
と
下
旬
（
二
一
～
三
〇
日
あ
る
い
は
三
一

日
・
二
九
日
）
に
分
け
、
各
旬
の
五
日
目
か
ら
次
の
旬
の

四
日
目
ま
で
の
一
〇
日
間
を
積
立
期
間
と
す
る
。
前
の
旬
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の
最
終
日
（
三
〇
日
・
三
一
日
、
一
〇
日
、
二
〇
日
）
の

預
金
残
高
に
対
す
る
当
の
旬
の
積
立
期
間
の
日
々
営
業
終

了
時
の
預
金
準
備
金
残
高
は
法
定
預
金
準
備
率
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
要
準
備
金
残
高
を
下
回
っ
た
場

合
、
不
足
分
に
対
し
て
一
日
あ
た
り
〇
・
〇
六
％
の
罰
則

金
利
の
過
怠
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
規

模
の
小
さ
い
都
市
商
業
銀
行
、
都
市
信
用
組
合
と
農
村
信

用
組
合
及
び
非
銀
行
金
融
機
関
は
積
立
期
間
を
月
と
し
、

毎
月
の
八
日
か
ら
翌
月
七
日
を
積
立
期
間
と
す
る
。

　

二
〇
一
五
年
九
月
に
こ
の
「
時
点
と
す
る
後
積
み
方

式
」
が
見
直
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
日
々
の
預
金
準
備
金
残

高
は
所
要
準
備
金
額
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
時

点
と
す
る
計
算
方
式
」
か
ら
、
前
の
旬
の
最
終
日
の
預
金

残
高
に
対
す
る
当
旬
の
日
々
の
預
金
準
備
金
残
高
の
算
術

平
均
さ
え
所
要
の
法
定
預
金
準
備
率
を
満
た
せ
ば
よ
い
預

金
準
備
金
残
高
の
「
後
積
み
平
均
残
高
方
式
」
に
変
更
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
所
要
法
定
預
金
準
備
率
を
下
回
る
日
々

の
預
金
準
備
金
残
高
は
一
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
制

限
も
設
け
ら
れ
た
（
中
国
人
民
銀
行
「
平
均
残
高
方
式
に

よ
る
預
金
準
備
金
の
計
算
に
関
す
る
通
知
」
銀
発
［
二
〇

一
五
］
二
八
九
号
）。
二
〇
一
六
年
七
月
に
、
さ
ら
に
積

立
期
間
の
前
の
旬
の
最
終
日
の
預
金
残
高
を
前
の
旬
の
毎

日
の
預
金
残
高
の
算
術
平
均
、
つ
ま
り
預
金
残
高
も
「
後

積
み
平
均
残
高
方
式
」
に
改
め
ら
れ
た
（
中
国
人
民
銀
行

「
平
均
残
高
方
式
に
よ
る
預
金
準
備
金
の
計
算
を
改
善
す

る
通
知
」
銀
発
［
二
〇
一
六
］
一
五
三
号
）。

⑶
　
預
金
準
備
率
の
推
移

　

一
九
九
八
年
に
、
一
九
八
八
年
か
ら
続
い
た
一
三
％
の

法
定
預
金
準
備
率
を
八
％
に
、
一
九
九
九
年
に
さ
ら
に

六
％
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
数
年
間
調
整
し
な

か
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
七
％
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と

（
中
国
貨
幣
政
策
報
告
書
二
〇
〇
三
年
第
３
四
半
期
、
九

～
一
〇
頁
）
が
き
っ
か
け
に
、
金
融
政
策
運
営
の
最
も
重
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要
手
段
と
し
て
の
幕
が
開
け
た
。
図
表
１
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
法
定
預
金
準
備
率
は
頻
繁
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。

通
算
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
、
直
近
ま
で
法
定
預
金
準

備
率
の
変
更
が
六
二
回
も
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
一
〇

月
、
銀
行
預
貸
基
準
金
利
の
変
動
幅
制
限
を
廃
止
す
る
ま

で
、
基
準
金
利
の
変
更
が
二
七
回
行
っ
た
の
に
対
し
て
、

同
期
間
の
法
定
預
金
準
備
率
の
変
更
は
四
四
回
も
行
っ

た
。

　

図
表
１
は
一
九
九
八
年
以
降
、
法
定
預
金
準
備
率
の
動

き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
１
か
ら
、
①
法
定
預
金

準
備
率
は
比
較
的
に
高
い
こ
と
、
最
も
高
い
時
、
二
一
％

を
超
え
た
（
二
〇
一
一
年
）；

②
二
〇
〇
八
年
頃
の
曲
折

を
除
き
、
二
〇
一
一
年
を
頂
点
に
、
上
昇
と
下
降
の
局
面

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と；

③
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
銀
行
を

大
型
銀
行
と
中
小
型
銀
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
法
定
預

金
準
備
率
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
①
と
②

の
説
明
は
三
に
譲
る
が
、
③
に
つ
い
て
こ
こ
で
一
筆
す

図表１　法定預金準備率の推移

（注）�　中国人民銀行の説明では、大型銀行は国有大型商業銀行、中型銀行は株式制商業銀行、都市
商業銀行と経営エリアは地域を跨ぐ規模の大きい農村商業銀行、小型銀行は経営エリアが地域
を跨がない規模の小さい農村商業銀行、農村組合銀行、農村信用社と村鎮銀行を指す⑴。

〔出所〕�　中国人民銀行HP及び関係資料により筆者が整理。
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る
。

　

二
〇
〇
四
年
四
月
に
中
国
人
民
銀
行
は
法
定
預
金
準
備

率
を
引
き
上
げ
た
際
に
、
同
時
に
、
株
式
会
社
制
度
を
導

入
し
て
い
な
い
国
有
商
業
銀
行
と
農
村
信
用
組
合
、
都
市

信
用
組
合
へ
の
適
用
を
除
き
、
自
己
資
本
比
率
、
不
良
債

権
比
率
と
内
部
統
制
に
リ
ン
ク
し
て
、
異
な
る
法
定
預
金

準
備
率
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
（
中
国
人
民
銀
行
『
中

国
貨
幣
政
策
執
行
報
告
書
』
二
〇
〇
四
年
第
１
四
半
期
、

七
～
八
頁
）。
こ
れ
は
異
な
る
法
定
預
金
準
備
率
導
入
の

始
ま
り
で
あ
る
が
、
実
際
の
デ
ー
タ
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
国
有
商
業
銀
行
は
株
式
会
社
に
変
身
す
る

制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
異
な
る
法
定
預
金
準
備
率
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
八
年
頃
か
ら
、
法
定
預
金

準
備
率
の
デ
ー
タ
を
図
表
１
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
直
近
の
法
定
預
金
準
備
率
の
変
更
は
二
〇
二

四
年
九
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
型
商
業

銀
行
は
九
・
五
％
、
中
小
型
商
業
銀
行
は
六
・
五
％
の
法

定
預
金
準
備
率
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
場
合
で
あ
る
。
自
己
資
本
比
率
、
不
良

債
権
比
率
と
内
部
統
制
な
ど
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
、
よ

り
低
い
法
定
預
金
準
備
率
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
実
際
の

平
均
法
定
預
金
準
備
率
が
少
し
下
が
る
と
思
う
。
中
国
人

民
銀
行
の
説
明
で
は
、
大
型
（
商
業
）
銀
行
、
中
型
（
商

業
）
銀
行
と
小
型
商
業
銀
行
の
平
均
法
定
預
金
準
備
率
は

そ
れ
ぞ
れ
八
％
、
六
％
と
五
％
で
あ
る⑵

。

三
、
預
金
準
備
金
制
度
の
役
割

⑴
　
資
金
集
中
と
再
配
分
の
手
段
と
し
て
の
役
割

　

一
九
八
四
年
に
預
金
準
備
金
制
度
を
実
行
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
預
金
準
備
金
制
度
を
実
行
す
る
目
的
は
銀
行

間
決
済
用
の
支
払
い
準
備
で
も
な
く
、
法
定
預
金
準
備
率

の
上
げ
下
げ
に
よ
る
銀
行
信
用
創
造
の
調
節
で
も
な
か
っ

た
。
資
金
集
中
と
再
配
分
が
目
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
金



7―　　―

中国における預金準備金制度の概要とその役割

融
政
策
は
各
国
有
商
業
銀
行
（
当
時
、
国
有
専
業
銀
行
と

呼
ば
れ
て
い
た
）
の
省
支
店
に
対
し
て
「
銀
行
貸
出
総
量

管
理
」
と
い
う
方
法
で
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
自
主

権
の
拡
大
や
開
放
地
域
の
許
認
可
に
よ
り
、
地
域
の
間
及

び
国
民
経
済
各
分
野
の
間
に
資
金
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生

じ
、
経
済
活
動
の
活
発
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の
間

に
「
貸
出
枠
」
の
過
不
足
が
生
じ
た
。
経
済
活
動
が
活
発

な
地
域
に
「
貸
出
枠
」
不
足
が
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。

往
々
に
し
て
こ
れ
ら
の
不
足
地
域
に
対
し
て
後
で
枠
の
追

加
を
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
銀
行
貸
出

総
量
管
理
」
は
あ
ま
り
有
効
で
な
く
な
っ
た
背
景
で
あ

る
。

　

図
表
２
の
よ
う
に
、
二
つ
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
一

つ
は
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
八

年
三
月
預
金
準
備
金
制
度
の
改
革
ま
で
、
中
国
人
民
銀
行

の
（
国
有
商
業
銀
行
、
株
式
制
商
業
銀
行
と
都
市
農
村
信

用
組
合
を
含
む
）
預
金
性
金
融
機
関
に
対
す
る
債
権
は
同

図表２　中国人民銀行の資金集中と再配分

〔出所〕�　蘇寧主編『1949－2005中国金融統計』中国金融出版社、2007年、840－845頁。

-3000

-1000

1000

3000

5000

7000

9000

11000

13000

15000

17000

億元

対預金性金融機関債権 預金性金融機関の預かり金 債権ー預かり金



8―　　―

証券レビュー　第64巻第12号

預
か
り
金
（
預
金
準
備
金
と
備
付
金
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
今
一
つ
は
預
金
準
備
金
制
度
の
改
革
に

よ
り
一
九
九
八
年
六
月
の
デ
ー
タ
で
は
預
か
り
金
は
債
権

を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九

九
八
年
の
預
金
準
備
金
制
度
の
改
革
は
預
金
準
備
金
制
度

を
従
来
の
資
金
集
中
再
分
配
手
段
か
ら
金
融
政
策
運
営
手

段
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
預
金
準
備
金
制
度
の
資
金
集
中
再
配
分
の
役

割
は
完
全
に
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
一
五
年
に
政

策
金
利
で
あ
る
銀
行
預
貸
基
準
金
利
の
変
動
幅
制
限
を
廃

止
し
た
後
も
、
資
金
需
要
の
金
利
弾
力
性
は
硬
直
的
で
あ

る
の
で
、
金
利
は
必
ず
し
も
合
理
的
な
資
金
利
用
を
導
く

こ
と
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇

四
年
か
ら
実
施
し
始
め
た
異
な
る
法
定
預
金
準
備
率
は
、

自
己
資
本
比
率
、
不
良
債
権
比
率
と
内
部
統
制
な
ど
と
リ

ン
ク
し
て
、
商
業
銀
行
の
健
全
な
経
営
を
促
す
目
的
か

ら
、
農
業
分
野
や
中
小
零
細
企
業
へ
資
金
を
流
す
た
め
の

「
構
造
的
金
融
政
策
の
手
段
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た⑶

。
構
造
的
金
融
政
策
と
は
、
金
融
政
策
手
段
を

使
用
し
て
経
済
構
造
の
調
整
と
転
換
を
支
援
す
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
資
金
を
成
長
が
速
く
、
最
も
資
金
を
必
要

と
す
る
民
間
企
業
（
中
小
零
細
企
業
）
や
農
業
分
野
に
流

す
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
か
ら
、
小
型
商
業
銀
行
を
対
象

に
法
定
預
金
準
備
率
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
大
型
商
業
銀

行
と
の
準
備
率
の
差
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
法
定
預
金
準

備
率
を
調
整
す
る
際
に
、
新
規
貸
出
あ
る
い
は
貸
出
残
高

に
お
け
る
農
業
分
野
や
中
小
零
細
企
業
へ
の
比
率
は
一
定

程
度
を
超
え
る
と
、
さ
ら
に
低
い
法
定
預
金
準
備
率
を
適

用
す
る
よ
う
に
、
異
な
る
預
金
準
備
率
を
実
行
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
中
国
人
民
銀
行

は
、
大
型
銀
行
、
中
型
銀
行
と
小
型
銀
行
の
「
三
等
級
」

と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
状
況
と
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
融
資
比
率
と
い
う
「
二
分

類
」
を
内
容
と
す
る
新
し
い
預
金
準
備
金
制
度
を
完
成
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し
、
異
な
る
法
定
預
金
準
備
率
に
よ
り
、
資
金
の
流
れ
を

誘
導
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
預
金
準
備

金
制
度
の
従
来
の
資
金
集
中
再
配
分
の
継
承
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑵
　
流
動
性
管
理
手
段
と
し
て
の
役
割

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
、
中
国
は
経
常
収
支
と
資
本
収
支
の

「
双
子
の
黒
字
」
を
迎
え
、
大
量
の
外
貨
が
流
入
し
た
。

当
時
の
「
外
貨
集
中
制
」
と
い
う
外
国
為
替
管
理
制
度
の

下
で
、
人
民
元
相
場
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
、
中
国

人
民
銀
行
は
外
貨
買
い
介
入
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
場
に
実
体
経
済
の
需
要
を
か
な
り

上
回
る
流
動
性
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
過
剰
流

動
性
を
回
収
す
る
た
め
に
、
中
国
人
民
銀
行
は
公
開
市
場

に
売
り
オ
ペ
を
行
う
と
同
時
に
、
中
央
銀
行
手
形
も
売
り

出
し
た
が
、
過
剰
流
動
性
の
回
収
に
最
も
効
果
的
な
手
段

は
、
預
金
準
備
金
制
度
で
あ
っ
た
。

　

図
表
３
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
完
全
な
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
中
国
人
民
銀
行
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
中
国
人
民
銀
行
の
外
貨
買
い
介
入
に

よ
る
外
貨
等
資
産
の
急
激
な
増
加
に
対
し
て
、
負
債
項
目

で
あ
る
預
金
性
金
融
機
関
の
中
央
銀
行
預
金
も
急
増
し

た
。
外
貨
等
資
産
は
ピ
ー
ク
時
に
二
八
一
、
〇
五
三
億
元

（
二
〇
一
四
年
五
月
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
現
在
は
二
三

四
、
〇
一
八
億
元
）、
中
国
人
民
銀
行
総
資
産
の
八
五
・

四
％
に
達
し
た
。
過
剰
流
動
性
の
回
収
に
合
わ
せ
て
、
預

金
性
金
融
機
関
の
中
央
銀
行
預
金
も
二
一
〇
、
二
三
五
億

元
に
上
り
、
総
負
債
の
六
三
・
九
％
に
達
し
た
。
こ
れ
と

照
合
し
て
、
法
定
預
金
準
備
率
も
度
重
ね
て
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
二
〇
一
一
年
六
月
に
二
一
・
五
％
（
大
型
銀
行
）

を
記
録
し
た
（
図
表
１
を
参
照
）。

　

一
方
、
急
激
な
外
貨
の
流
入
に
重
な
っ
て
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
対
処
す
る
た
め
に
中
国
政
府
は
「
四
兆
元
」

の
景
気
刺
激
対
策
を
打
ち
、
経
済
の
過
熱
を
招
い
て
し
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ま
っ
た
。
こ
の
加
熱
を
鎮
静
化
さ
せ
る
た
め
に
も
法
定
預

金
準
備
率
の
引
き
上
げ
を
、
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
二
〇

一
一
年
六
月
ま
で
わ
ず
か
一
年
間
半
で
一
二
回
も
行
い
、

一
六
％
か
ら
二
一
・
五
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
同
時

期
、
貸
出
基
準
金
利
の
引
き
上
げ
は
五
回
し
か
行
わ
な

か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
外
貨
流
入
勢
い
の
緩
和
に
伴
い
、
法
定
預
金

準
備
率
が
下
落
に
転
じ
た
が
、
金
融
政
策
の
最
も
有
効
な

手
段
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
特
に

二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
中
国
人
民
銀
行
は
銀
行
預
貸
基
準

金
利
の
変
動
幅
制
限
を
廃
止
し
た
以
後
、
金
融
政
策
舞
台

の
「
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
か
ら
直

近
ま
で
一
八
回
も
上
げ
下
げ
が
行
わ
れ
、
そ
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
増
し
て
き
た
。

図表３　中央銀行預金と外貨等資産

〔出所〕�　中国人民銀行HP。
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四
、
結
び

　

法
定
預
金
準
備
率
は
ゼ
ロ
に
近
づ
く
か
形
骸
化
さ
れ
る

世
界
的
な
流
れ
の
中
、
法
定
預
金
準
備
率
は
最
も
有
効
な

金
融
政
策
手
段
と
し
て
機
能
す
る
の
は
そ
れ
な
り
の
事
情

が
あ
る
の
で
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
な

り
の
問
題
点
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
法
定
預
金
準
備
率
は
高
い
こ
と
の
問
題
で
あ

る
。
二
〇
一
一
年
以
降
、
法
定
預
金
準
備
率
が
続
け
て
引

下
げ
ら
れ
た
が
、
現
在
、
大
型
商
業
銀
行
の
平
均
準
備
率

は
依
然
と
し
て
八
％
の
高
水
準
に
あ
る
。
こ
れ
は
銀
行
経

営
負
担
を
重
く
し
た
一
要
因
で
あ
り
、
規
制
回
避
に
よ
る

資
本
逃
避
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
。

　

次
に
、
二
〇
一
五
年
に
金
利
市
場
（
自
由
）
化
に
進
ん

だ
こ
と
は
、
金
融
政
策
の
操
作
目
標
を
数
量
目
標
か
ら
価

格
（
金
利
）
目
標
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
だ
と
思

う
が
、
硬
直
な
資
金
需
給
の
金
利
弾
力
性
問
題
に
ぶ
つ
か

り
、
挫
折
し
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
経
済
構
造
問
題
の

対
策
と
し
て
、
異
な
る
法
定
預
金
準
備
率
に
依
存
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
預
金
準
備
金
制
度
に
過

大
な
負
担
を
か
け
、
ま
た
、
複
雑
化
し
た
異
な
る
法
定
預

金
準
備
率
の
運
用
は
混
乱
を
起
こ
す
可
能
性
も
潜
む
か
と

思
う
。
金
融
政
策
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
し
て
経
済
総
量

を
対
象
と
し
、
経
済
の
構
造
問
題
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

任
せ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
金
利
の
調
節
に
よ
っ
て
資
金

を
合
理
的
に
流
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
原
因
を

追
求
し
、
解
決
策
を
見
つ
け
る
の
は
正
し
い
道
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

（
注
）
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中
国
人
民
銀
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index.htm

l#:~:text=%
E5%

A
D
%
98%
E6%

A
C%
BE%

E5%
87%

86%
E5%

A
4%
87%
E9%

87%
91&
text=2024%

E5%
B9%

B49%
E6

%
9C
%
8827,%

E
9%
87%
91%
E
7%
8E
%
87%
E
7%
B
A
%
A
6%
E
4
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B8%
BA
6.6%
25%
E3%
80%
82

⑵　

同
⑴
。

⑶　

张
晓
慧
「
从
存
款
准
备
金
变
迁
看
央
行
货
币
调
控
演
进
」
国
际
货

币
网
│International M

onetary Institute http://w
w
w
.im
i.ruc.�

edu.cn/IM
Isd/f874925cc3b540aab0634ccf28b04183.htm

;
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